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1. はじめに
旅行に行った際にお土産を購入する人は多い．観光庁が

行った「2020年旅行・観光消費動向調査」[1]によると，旅
行中の支出における「土産代・買物代」は約 1.4兆円であ
る．これは宿泊費に次ぐ支出であり，お土産は観光業界に
おいて重要な役割を担っていると言える．他人に渡すもの
の場合，旅先でしか買えないものや人気があり味に定評が
あるものなどを選択することが多いが∗1，自分が食べたこ
とのないものはおいしさの想像がしにくく選びにくいため，
SNSやクチコミサイトからそれらのお土産情報を収集する
人が多い [2]．しかし，インターネット上の情報量は膨大で
あり，信憑性に欠ける情報も多くあるため，求める情報を
見つけるのは容易ではない．これらのことから，観光地に
おけるお土産情報を適切に提供し，観光客のお土産に関す
る意思決定を支援する必要がある．
そこで本研究では，各ユーザにとって適切なお土産を推

薦する「おみやゲイザー」を実装する．おみやゲイザーは
単なるお土産の検索システムではなく，システムからユー
ザに対して段階的に質問をすることにより，ユーザ自身が
欲しいもののイメージが曖昧な場合でも，その欲求を具体
化し，ユーザの潜在的な嗜好に合わせたお土産を推薦する．
我々はこれまでの研究 [3]において，類似を意図した表現

を含むツイート分析により，類似商品抽出における Twitter∗2

の利用可能性の検証を行ってきた．その分析の中で，お土産
について言及するツイート内では，おいしさを表現する際
にシズルワード [4]が使用されていることが分かった．そこ
で我々は，お土産購入の意思決定支援においてシズルワー
ドが有用であるのではないかと考えた．本研究では，お土
産を絞り込む情報の一つとして，ツイート内で使用されて
いるシズルワードを用いる．

2. 関連研究
2.1 おいしさを表す言葉に関する研究
これまで，食品のおいしさを表す言葉に関する研究は盛

んに行われている．大橋らは，「“おいしさ”を感じさせる言
葉」を「シズルワード」と定義し，アンケート調査を行い
シズルワードから連想される食品の分析を行っている [4]．
本研究では，抽象的なイメージから，ユーザの欲求に合致
したお土産を絞り込む情報の一つとして，ツイート内に含
まれるシズルワードを用いる．
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2.2 お土産を対象とした研究
宇衛らはお土産の味などに関する情報を提供することで，

おいしさの連想を支援するシステム「ほの味サーチ」を提
案した [5]．「ほの味サーチ」では，食べたことのないお土産
のおいしさを人に連想させるために，お土産のシズルワー
ドと類似商品に着目した．商品名を検索するとその商品の
おいしさを表すシズルワード情報と，そのお土産と類似す
る商品が提示される．本研究では，観光客のお土産購入の
意思決定を支援することを目的とし，ニーズに合致したお
土産の推薦を行う．
池田らは観光客が貰い手の嗜好やお土産を買う時の状況

を考慮した，知識ベース型のお土産推薦手法を提案した [6]．
提案手法では，顧客特性を用いて顧客要求をユーザに設定
してもらい，それらを最低限満たすように商品を絞り込み，
効用の高い順に推薦する．本研究では，ユーザにシステム
から問いかけることで，徐々にユーザの抽象的な要求を具
現化していき，商品を絞り込むことで，ユーザに最適なお
土産推薦を目指す．

2.3 食品の推薦を行うシステムの研究
加藤らは思いついた食品に似た味・食感・印象（シズル

感）を持つ食品を提示することで，ユーザが求める食品を
見つける検索手法を提案した [7]．提案手法では，レシピサ
イト上で食品名を検索して得られた各食品と各シズルワー
ドの共起頻度を用いて，食品同士のシズル感の類似度を算
出し，その結果をもとに，ユーザが食べたい食品を検索す
る．本研究では，システムからの問いかけによってユーザ
の欲求を掘り下げ，ユーザに適したお土産を見つける検索
手法を提案する．

3. 提案システム
“おみやゲイザー”は，ユーザへの段階的な質問を介して
潜在的嗜好を読み取り，お土産を推薦することで，食べた
ことのないお土産の購入における意思決定を支援するシス
テムである．本章では，提案するシステムについて述べる．

3.1 システム概要
各観光地のお土産を検索するサイトやアプリケーション

はすでに存在する．それらはエリアやジャンルなどの項目
から意識的に選択を進めていくものであり，抽象的で曖昧
なイメージから自然な流れでユーザの要求に合ったお土産
を探し出すものではない．
そこで本研究では，システム側からユーザに対して質問

をすることで，各ユーザのニーズを掘り下げ，潜在的な嗜
好を具現化し，それに合ったお土産の提示を行う推薦シス
テム“おみやゲイザー”を提案する．本システムの設計指
針を次に示す．



表 1: ユーザに問いかける質問例
ユーザへの質問

旅先は？
○○県のどこ？
どんなジャンルのお土産いい？
どんな味が好み？
どんな食感が好み？

図 1: システム構成図

(1) Twitterとクチコミサイトを用いた商品情報の抽出
先行研究 [3] より，Twitter 上では食べた商品の感想
を述べる際に，多くのシズルワードが用いられてい
る．しかし，お土産によっては取得できるツイート
数が少ない場合がある．そこで，Twitterから十分な
ツイートを取得できなかった場合，クチコミサイト∗3

も情報抽出源として用いる．以下にデータを取得し
た媒体と取得したデータを示す．なお，今回はテキ
ストデータから手動でデータを取得した．

a. Twitter
• おいしさ情報（シズルワード）

b. クチコミサイト
• お土産の画像
• 販売エリア
• 賞味期限
• 価格帯
• おいしさ情報（シズルワード）

(2) 質問を介したニーズの具現化
お土産を購入する際，ユーザ自身もどのようなお土
産が欲しいのかが曖昧な場合がある．そこで，質問
を介して曖昧なイメージを明確にしていく．質問フ
ローの一例を表 1に示す．質問の順番は，すべての
特徴量において分割して不純度∗4を算出し，不純度が
一番小さい条件で分割する操作を繰り返すことで決
定した．

∗3 https://omiyadata.com/jp/
∗4分類した時にどれだけ不純物が含まれるかを表す値．決定木のア

ルゴリズムで領域を 2分する際に，ジニ不純度が小さくなるように分
割していく：https://datawokagaku.com/decision tree classifier/

Q5.どんな⾷感が好み？

図 2: 質問画面例

3.2 システム構成
本システムの構成を図 1に示す．おみやゲイザーは，お

土産商品の情報を管理しているサーバ (図 1(a))と，ユーザ
が利用する PCやスマートフォン (図 1(b))から構成される．
サーバで管理しているお土産商品のデータは，Twitterとク
チコミサイトから取得する．Twitterからは商品名を含むツ
イートを取得し，そのツイートデータからお土産の味や食
感に関するシズルワードを抽出して蓄積する．クチコミサ
イトからは商品名をクエリとして検索し，取得した販売エ
リア，商品の画像，おいしさ情報を抽出し蓄積しておく．
システムは，ユーザが求めているお土産を絞り込むため

の質問を順に表示していく．ユーザは表示された質問に対
して，提示される選択肢のボタンを押下することで回答す
る (図 1(i))．ユーザの回答に基づきお土産データを絞り込
み (図 1(ii))，最終的な絞り込み結果をユーザのニーズに合
致するお土産として表示させる (図 1(iv))．
システムからの質問画面例を図 2に示す．質問が表示さ

れ，ユーザは与えられた選択肢から選び回答をする．回答
ボタンを押下すると次の質問に移る．サーバ側ではその回
答に合った条件でお土産を絞り込む操作を行う．
表 2に示すニーズに合わせて質問に回答した場合のお土

産推薦結果画面を図 3に示す．サーバ側で絞り込んだ商品
をユーザに推薦する．表示するお土産情報は，Twitterとク
チコミサイトから抽出したお土産商品名，お土産の画像，販
売エリア，賞味期限，価格帯，おいしさ情報である．

4. おわりに
本稿では，システム側からの段階的な質問を介してユー

ザの潜在的嗜好の推定と適切なお土産の推薦を行うシステ
ム“おみやゲイザー”を提案し，その概要と機能について述
べた．今後は，実装したシステムの各機能の効果とシズル
ワードを用いたお土産推薦機能の効果について検証を行う．
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表 2: 欲しいお土産ニーズの例
ニーズの例

和歌山県
アドベンチャーワールド
分からない
甘い系
さくさく系

以下のお⼟産がおすすめです
お⼟産名 販売エリア 賞味期限 価格帯

おいしさ情報

図 3: お土産推薦結果画面例
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